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畜産環境改善の官民連携協定を締結

宮崎市との連携協定
2026年5月18日 畜産業や動物園の臭気対策および

環境改善を目指し宮崎市と連携協定を締結

鳴門市との連携協定
2026年5月19日 畜産業における環境改善および防災対策の

強化を目指し鳴門市と連携協定を締結
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トドマツ消臭シートの消臭能力評価（福岡県）

鶏ふん処理施設内にシートを施工
（高濃度アンモニア常時発生）

拡散式検知管で毎日測定

トドマツ消臭シートの消臭効果を検証するため、高濃度アンモニアが常時発生する鶏ふん処理施設内に試験区
としてトドマツ加工したシートを施工、対象区として未加工のシートと施工、1週間ごとに入れ替えて約2か月
（各試験区1か月）アンモニア濃度を測定し拡散式検知管で毎日濃度を測定した。

開始から2週間は大幅なアンモニア濃度の低下が観測
された。その後効果が低下し、4週間後にはほぼ効果
を失う傾向が確認された。
しかし、この状態でシートに「水」を流す事で処理能力
が回復することを確認した。通常ブロイラー周期（45
日前後）に1回水洗いをするような運用が考えられる。
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宮崎市鶏舎での実証実験概要

約1万羽飼育の鶏舎が4棟あり、そのうち1棟にトドマツシートを施工、風に当たるように鉄骨から張り、また鶏舎側
面にも施工した。計測場所は①鶏舎内最奥②排気ファンの外で臭気測定及び官能評価を実施した。（35日齢）

試験区 対象区シート施工箇所
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宮崎市鶏舎での実証実験結果①検知管測定結果

方法：10Lテドラーバッグに鶏舎の臭気を直接採取法により採取し、検知管測定を実施
臭気捕集場所：鶏舎最奥

両鶏舎でアンモニア・アミン類を検出。濃度差はほぼない。換気に
よりほとんどの臭気成分が検知管測定限界以下であったと推測
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宮崎市鶏舎での実証実験結果②官能評価結果
①鶏舎内奥

堆肥臭、動物臭、強い刺激臭
②鶏舎外排気口近傍

強い刺激臭

官能試験結果
悪臭強度に有意差ないが、シート設置でやや改善傾向

官能試験結果
シート設置で快方向の傾向
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宮崎市鶏舎での実証実験結果③鶏の死亡羽数

未設置鶏舎A 未設置鶏舎B 未設置鶏舎C シート設置鶏舎

初期羽数 9,500 9,496 9,520 9,589

35日齢残存羽数 9,377 9,354 9,291 9,493

死亡羽数 123 142 229 96

平均死亡羽数：165羽（n=3）
標準偏差：56.52

シート未設置鶏舎で死亡羽数が最小（n=1)
シートの影響かどうかは不明
次回シート設置鶏舎の場所を変更し実験の予定
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仮説及び今後の検証

実証実験結果を受けて考察
①死亡数減少は誤差の可能性→試験区鶏舎を変更して繰り返し試験を実施する
②初期消臭効果（ひよこ投入後少なくとも2週間）のアンモニア濃度が低かったことによる気管支炎などの減
少によるロス率の低下→次回試験時は毎日アンモニア濃度を計測し、健康状態確認
③トドマツの抗菌効果による鶏舎内常在菌の抑制によるロス率の低下

仮説
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アニマルウェルフェア研究 鶏のストレス測定

「環境改善が鶏のストレスを実際に軽減したか」を、鶏の羽のコルチ
コステロン（CORT）分析によって定量化を現在検討中

STEP1：採取
鶏舎環境より風切り羽
を回収（各20枚）

STEP２：分析
羽からストレスホルモン

を抽出する

STEP３：測定
コルチコステロン
（CORT）の定量

目的：トドマツシート施工による慢性ストレス低減効果の客観的測定の為
※鶏の副腎ステロイドはコルチゾールではなく「コルチコステロン」であり、血液ではなく、羽（風
切り羽）から非侵襲的な測定が可能になる可能性がある
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徳島県鳴門市での実証実験概要

開放空間での臭気拡散抑制実験を実施中

場所：屋外堆肥置き場
目的：近隣住宅への臭気低減
対象：トドマツ加工消臭防鳥ネット
開始：９月８日
期間：約３か月付近臭気分析
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宮崎市フェニックス動物園での実証実験

フラミンゴ池屋外開放エリアでトドマツ針葉粉体を練りこんだネットを敷設
来場者へのアンケートを実施し効果を検証（約３か月）

ニオイが気にならなかった

66.8 %
（まったく21.8%＋あまり45.1%）

ニオイが和らいだと体感

54.9 %
（106件の具体的評価）

調査概要（高信頼性データ）

N = 193 件
ファミリー層が 72.0% を占める

■ 定性評価・来場者の行動変容
素通りエリアから滞在エリアへ：リピーターの約38%が『以前は臭いで子

どもが素通りしていたが、臭いがなくなりじっくり鑑賞できた』と回答。

参観行動の直接的変化：『前回は臭いがきつくマスク持参で来たが、今
回はマスクなしでも近くで鑑賞できた』など快適性が大幅向上。

屋外施設への応用可能性：風の通る屋外広域エリアでもトドマツ樹木水
・粉体ネット技術が十分に機能することを立証。
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アニマルウェルフェアの取り組み

Point 1
家畜のストレス低減

呼吸器・感覚への負担軽減

未利用資源である天然トド
マツ成分等でアンモニア臭を
抑えることで、鶏や家畜が本
来の生態に沿って快適に過
ごせる環境を提供

Point 2
作業者の環境改善

飼育管理の質向上

アンモニアによる作業者の身
体的・精神的ストレスを大幅
軽減。管理の質が高まること
で、家畜への個体観察やケ
アの手厚さへ直結

Point 3
健康増進と高品質化

健全な生育とQOL向上

アニマルウェルフェアに配慮した
ストレスフリー環境が、家畜の
免疫力や健康状態を保ち、
高品質で安全な畜産物生産
に貢献

家庭用ペット事業で培った“アニマルウェルフェア視点”で
家畜と作業者の双方が快適な飼育環境を実現
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今後の展開について

① 林業 × 畜産業の広域循環モデル
将来的には地産地消型の未利用木質資源を畜産現場の消臭・敷料等へ活用し、国内安定調和エコ
システムを目指す。

② 「持続可能な畜産」への寄与
農林水産省が目指す「持続可能な畜産物生産」および「みどりの食料システム戦略」の環境負荷低減
目標に合致。悪臭防止と資源循環を両立。

③ 地域共生とアニマルウェルフェアブランド
近隣住環境との悪臭苦情ゼロ化を達成すると同時に、アニマルウェルフェアに配慮された安心・安全な
畜産物としての高付加価値化・ブランド化を推進。

林業と畜産業の広域連携で地域循環と
アニマルウェルフェア認証へ貢献

農林水産省 畜産環境シンポジウム | エステー株式会社
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EOF
ご清聴ありがとうございました
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